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近代的新聞デザインの特徴
　一　欧米紙の動向を中心に　一

マルク・レール

1．はじめに

　多メディア時代を迎えて，世界の新聞は強い逆風を感じている。かつて新

聞が独占した情報提供分野は，ますます放送メディアやインターネットのニュー

ス・サービスに，奪い取られつつある。結果として起きている「新聞離れ」

や「活字離れ」という現象に，世界中の新聞社は悩まされ，対策として新聞

社は，商品としての新聞の差別化を，新たに考え直さなければならなくなっ

ている。大雑把に分けて，この対策は「新聞の内容の更新」「新聞の形態の

更新」そして，両方の組み合わせである。「新聞の内容の更新」は，ジャー

ナリズム的な要素であることが周知される。しかし，中身を変えればパッケー

ジも変えなければならないということは，最近の欧米新聞界の常識となって

きた。というより，中身よりパッケージを変えることによって，読者を取り

戻す試みが増えてきている。そのパッケージ更新の方法は，さまざまである。

紙面デザインによって，ビジュアル的，あるいはタイポグラフィー的に特定

の記事を強調したり，グラフィックスを増やしたり，紙面内のストーリーの

バランスを図ったりすることによって，新たに読者にアピールしようとして

いる。このような紙面デザインは，ただの「お化粧」ではなく，新聞の議題

設定機能（agenda　se廿ing）として，ジャーナリズムそのものである事実を無

視することができない。

　従って本稿では，欧米での「近代的新聞デザイン」に目を向けて，その正

体を明確にしていきたい。主な課題は，

　・欧米の新聞のレイアウトはどのように変わってきたか
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　・現在の近代的紙面デザインに有効と思われるパターンが存在するのか

　・レイアウトの変更はどのように行われているのか

　・レイアウトの変更は新聞社にどのような影響を与えるのか

　・将来的には新聞社の明確なデザイン・トレンドが見られるのか

　である。尚，本稿での「近代的新聞デザイン」は，一番特徴的な新聞デザ

イン要素の検証に制限する。

2．紙面デザインの歴史的進化　一　モジュラー・レイアウト導入前まで

図1　Mannheimer　Zeitung（1801年）
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　1609年にドイツで世界初の新聞が

登場し，1650年に初めての日刊新聞

が誕生した（Lindemann　1969：91f，

95）。新聞というメディアは，長い

年月を経て，さまざまな形で世界中

に普及し，元祖マスメディアとなっ

た。4世紀に渡って普及・進化した

新聞は，誕生の時と比べると，メディ

アの商業化や，読者ニーズの変化な

どのために，その「顔」がまったく

変わってきた。その変化は，内容に

も見られるが，それよりもレイアウ

トにおけるデザイン面に，顕著にな

る。

欧米の初期の新聞は，レイアウト

要素が非常に乏しかった。プリント・メディアのレイアウトの由来は，本の

編集方式である。長い間，新聞では本のように，題字の下で記事がページの

左上から二段に分けて掲載された。図1に見られる1801年のドイツのMann－

heimer　Nachrichtenは，その典型的な例である。しかも，初期の新聞発行作
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業では，分業がまだ存在せず，編集者は，同時に印刷工の仕事もした。ニュー

スは，入ってきた順番に紙面に並べられることが多かった（Giles／Hodgeson

1996：71）。そのニュースも，見出しで分けることなく，ただ場所と日付を

頭に載せ，流し込んだ。現在では辞典・辞書に，このような編集がまだ見ら

れる（Brielmaier／Wolf　2000：40f）。

　欧米の新聞は，長い間この形で発行し続けられた。18世紀に，やっと近代

的なジャーナリズムの発想が生まれ，分業とともに，新聞のレイアウトは大

きく変化し始めた。

　これ以後，新聞では，日付よりも記事と紙面を整理する要素として，初め

て見出しが登場する。見出しは，読者の関心を誘いながら，記事の内容を要

約するといった意味で，整理的な機能を持っている。しかも，見出しの大き

さに差をつける事や，記事のページでの位置付けを決めることで，編集者は

その記事についての評価を下す。このことによって，新聞レイアウトは，始

めてジャーナリズム的な機能を発揮することになった。

　　　　　　　　図2　New　York　Timesのフロントページ
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　図2の1897年のNew　York　Timesは，初期の見出しの付け方の一例である。

紙面レイアウトはまだ単純な段組であり，九段に分けられたページで，記事
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が一段組みで流される。一つの記事が，段をまたがる場合，次の段の上から

続く。見出しは，活字による印刷技術の問題もあって，幅が一段のものばか

りである。また，一つの記事で，見出しは一本だけではなく，何本ものdeck

（見出しの総称）が中央揃えで続く。前述の図2の例をみると，右上の記事

では，見出しが6本あるが，当時は，12～13本まで付けることも珍しくなかっ

た（Harrower　2002：24）。

図3　入り組みレイアウト

薫蕪難難難饗
韓馨馨騨欝蕪
（BrielmaierバVolf　2000；43）

　新聞で，複数段組の記事と，

見出しが登場することによっ

て，紙面デザインは，より複

雑なものになってきた。レイ

アウトの課題が増え，生き生

きした紙面を作るために，い

くつかのルールを守らなけれ

ばならなかった。まず，紙面

のトップを除いて，見出しの

ぶつかりを防がなければなら

ない。図2の1955年のNew

York　Timesのように，複数

の記事が横並びになる場合，書体や文字の大きさに変化をつけるようになっ

た。図3のドイツのRegensburger　Stadt－Umschauが示しているように，見出

しのぶつかりを避けるために，複数段組みの記事の場合，段の長さが異なる。

一つの段を短くすることによって，その下に次の記事を入れることができ，

紙面の流れは，全体的に交互に降りる「階段」となる。このレイアウトの仕

方は「入り組みレイアウト」あるいは，階段のイメージから「階段組み」

（Meissner　1992：82）と呼ばれ，長い間，欧米の新聞レイアウトの支配的パ

ターンとなった。入り組みレイアウトによって，新聞紙面は，複雑なモザイ

クとなった。このレイアウトの重要な原則は，縦も横も誌面が割れないよう

に，記事や写真などを組むことである。ニュース記事は，独立して成り立つ
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ものではなく，紙面は，一つの芸術作品と見なされる，美学的発想が背景に

働いた。（Brielmaier／Wolf　2000：46　f）その結果，かつての単純なレイアウ

ト作業が「紙面デザイン」に変わってきた。

　現在では欠かせない新聞紙面のビジュアル要素である写真が，始めて紙面

に登場したのは1880年のことである（金子2001：176f）。しかし，引き続き

多くの写真が掲載されるものの，それははただの飾り，あるいは記事と記事

との間を埋めるものであることが多かった。Moenによると，かなりの数の

新聞社が，写真を紙面の重要なアイテムとして掲載し始めたのは，1960年代

のことである（Moen　2000：52）。このことによって，写真も紙面デザイン

の統合的な要素となった。

3．近代的紙面デザインの原点と主な要素

　「近代的紙面デザイン」は「前近代的紙面デザイン」とどこが違うのか，

そして，その始まりのきっかけについて，幾つかの論がある。Giles／Hodgson

のように，多くの研究者は，「ホット」（鉛活字）の時代から「コールド」

（写植そしてコンピューターによる紙面編集・製作）の時代への移行が「近

代的紙面デザイン」を可能にした最大の原因であると主張している。そこで

特に，1970年代に新聞社で始まったコンピューターによる編集・製作が注目

されている（Giles／Hodgson　1996：1ff）。日本の新聞業界でも，一般的に

CTS（cold　type　systemあるいはcomputerized　typesetting　systemの略）と呼

ばれる編集システムが，画期的な紙面編集を可能にしたという見方が主流で

ある（伊藤1996：74ff）。

　しかし，新技術の導入が紙面デザインの「革命」をもたらしたという主張

に対し，1885年から1985年までアメリカの新聞のフロントページにおけるデ

ザイン動向を調査したBamhurst流Neroneは，「新聞社は新技術の導入が常に

遅い」と述べているように，否定的な見方をしている。彼らの紙面分析では，

新しいデザインのアイデアはすでに第一次世界大戦あたりに登場したが，そ
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れがアメリカの新聞紙面を支配し始めたのは，1955～1965年の間であり，そ

の後のデザインの発展は緩徐的であったが，80年代に急速に進展したため

「革命」と見なされている（Bamhurst／Nerone　l　991：801）。

一一

＿＿一図．｛L」些些Today（2002年）　一　　　「近代的紙面デザイン」に拍車

をかけたものとして，1982年の

USA　Today（図4）の誕生をあげ

ている研究者も多い。Garciaは次

のように主張している。「USA

Todayは状況を永久に変えた。現

代的新聞デザインのすべての議論

は，USA　Today登場前とUSA　To－

day登場後の視点を含めなければ

ならない」（Garcia　1993：31）。

　芝沼は，「91年度下期のABC部

数調査によると，［…］米国を代

表する新聞は部数を減らしている

のに対し，USAツデーは七・八％

も部数を伸ばしたという。この数

字すべてが同紙のビジュアル化の

成果とは言わないまでも，カラー

写真とカラー図版を多用する同紙

の編集方針が米国読者に歓迎された結果であることは否定できない」と述べ

ている（芝沼1994：84）。

　しかし，BarnhurstfNeroneは，　USA　Todayの「草分け説」も疑問視してい

る。ほかの新聞社は，USA　Todayの登場前もすでにカラー紙面を作ったし，

USA　Todayの誕生の反応として，逆にカラーを減らした新聞社もあったと

いう　（Bamhurst／Nerone　1991：797）。100年間のフロントページを分析した

結果，新聞デザインの革命をもたらしたのは，技術発展と新聞間の競争より
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も，デザインに対する編集者のかなり遅れた意識変化と，ジャーナリストの

プロ意識の発展によるフロントページの機能の変化である。昔の新聞は，フ

ロントページにたくさんの記事などの情報を詰め込んだことに対し，現在の

新聞は，機能的に地図のようなもので，あるいはショーウインドーのように，

世界の出来事をもっとビジュアルに読者に案内している（BarnhurstfNerone

1991　：802f）○

　それでは，この「近代的紙面デザイン」の特徴はどこにあるのか。マニュ

アルや教科書を調べてみると，著者によって違いが見られ，はっきりとした

定義はないが，共通意識として「モダーン」と言われるフロントページは

　・レイアウトが水平的である

　・段数が少ない

　・見出しはシンプルである

　・ビジュアル・エレメントが多い

　・紙面構成が分かりやすい（BarnhurstfNerone　1991：796）。

　図2のNew　York　Timesが見せるように，次第に紙面の段数が少なくなり，

現在ブランケット版の新聞で6段，タブロイド版で5段組みが，圧倒的に多

いと見られるパターンとなっている。

　しかし，垂直性が無くなっているわけではない。Garciaは第二次世界大戦

後に，多くの新聞が複数段の見出しや記事の組み方によって水平的になった

ことを確認しながら，1980年代が垂直的デザイン要素のルネッサンスとなっ

て，現在では，USA　Todayのように，垂直的デザイン要素と水平的デザイ

ン要素が混合していることを認めると述べている（Garcia　1993：127　f）。

　また，Moenは，　USA　Todayの性格を「垂直的」と主張する。　USA　Today

の部数の70％は，キオスクなどで売られる。垂直的レイアウトは，新聞の上

部のスペースに，デザイン・エレメントを増やすことを可能にする（Moen

2000：196）。半分に折って陳列される新聞は，垂直的レイアウトの利点を利
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用し，アピールが強くなる。

　欧米の新聞業界で，近代的紙面デザインの一つの代名詞となったのは「モ

ジュラー・レイアウト」である。入り込みレイアウトは，複雑な構造のせい

で，画像と記事との明確な関連付けが難しい。タイポグラフィーとレイァウ

トの面で「多くの編集局の能力を超える」高度な技を要した（Brielmaier／

Wolf　2000：46）。モジュラー・レイアウトは，もっとシンプルで，それぞ

れのレイアウト要素が組みやすくなっている。

　伊藤の定義によると，モジュラー・レイアウトは「正方形または長方形の

MODULE（＝建造物などを造る際の基準とする寸法）を基本にしたレイァ

ウトで，ブロック組みといってもいい」（伊藤1994：78）。伊藤のように，

「ブロック組み」と「モジュラー・レイアウト」という概念を同じ意味で使

う論者が多いが，Brielmaier／Wolfは，紙面構成上で両方の違いを主張してい

る。ブロック組みで，テキストは長方形であるが，画像は，テキスト・ブロッ

クの上下や左右に載せられる。結果として，入り組みレイアウトと同様，場

合によって，画像は，どのテキストに付属しているのかが紙面レイアウト上

で曖昧になって，記事や写真説明を読んでから，初めて分かることがある。

それに対して，モジュラー・レイアウトの基本的ルールによれば，「一つの

テーマに関連するすべてのテキストと画像は一つの正方形を構成する」こと

で，これによって関連付けの問題が解決されるという　（Brielmaier／Wolf

2000：54）o

　モジュラー・レイアウトは，アメリカですでに1960年代に導入され始めた

（Garcia　1993：96）。1983年までに，ほとんどの地域の郊外紙は，モジュラー・

デザインを採択したが，大都会の新聞の多くは，この新しいレイアウト方法

を敬遠した。大都会紙は，伝統的に普及地域での記録紙としての機能があっ

たため，飾りのないストレート・ニュースのイメージが強かったからである

（Ames　1992：15－17）。図2のNew　York　Timesの例を見ても，この事実が

判明する。現在のNew　York　Timesは，いくつかの変化を経過したが，モジュ

ラーに編集されていない。
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　入り組みレイアウトとブロック組み，そして進化した形であるモジュラー・

レイアウトの紙面構成の理論が，まったく違う。入り組みレイアウトがタブー

化した紙面割れは，一部のブロック組みでも避ける努力が見られたが，Briel－

maier／Wolfは，これが意味のない試みだと主張している（Brielmaier／Wolf

2000：53）。ブロック組みやモジュラー・レイアウトのデザイン的狙いは，

それぞれの記事を明確に分けることによって，読者の選択を支えることにあ

る。

　そのため，紙面デザインに重視される，タイポグラフィー要素が増えてき

た。（ここでタイポグラフィーは書体だけではなく，すべての紙面デザイン

要素を意味する。）紙面デザインの教科書はすべて，記事の組み方，書体の

選択，色の使い方，写真の大きさや位置，インフォグラフィックス（図表）

の利用などを，ビジュアル面から論じる。その議論の中で，モジュラー・レ

イアウトの優れた側面は

　・清潔感を与える

　・形はシンプルである

　・生産時間を短縮できる

　・技術の変動にすばやく適用できる

　・関連項目を簡単にパッケージ化できる

　・紙面の中でコントラストを作れる

　・読者のニーズに答える

と強調される（Moen　2000：42　f）。

　しかし，デザイン要素が重要になってくることにつれて，落し穴も増えて

きた。その一つは「過剰デザイン」あるいは「ミスデザイン」である。特徴

的なものは，

　・ごてごてしたページ

　・過剰ビジュアル，強調されるアイテムに欠けるページ

　・詰め込み過ぎるページ
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　・バランスが悪いので，つまらないページ

　・見出しや写真が衝突するページ

　・整理が足りないので，混沌するページ

　・書体のバランスが悪いページ

　・タイポグラフィー・アイテムの使い方が下手なページ

　・写真の使い方が下手なページ

などである（Giles／Hodgeson　1996：181）。

以上の欠点を避ける努力も原因の一つであるが，特にモジュラー・レイアウ

トが持つ欠点は，レイアウトがパターン化になりやすいことである

（Brielmaier／Wolf　2000：54）。Harrowerは一一つのスポーツ・ページを例に，

幾つかのレイアウト案と，その短所・長所を指摘し，同じ材料の整理によっ

て，バラエティーをもたせることができることを示している（図5）。

　モジュラー・レイアウトのパターン化を，逆に編集方針として掲げる新聞

は，ドイツのFrankfUrter　Allgemeine　Zeitung（FAZ）である。「反ビジュアル」

と言われるFAZは，非常にシンプルなモジュラー・レイアウトを採択し，

毎日同じパターンを繰り返している（図6）。知識人向けの全国紙である

FAZは，形より中身にこだわっていると伊藤はいう（伊藤1994：77）。しか

し，これは「反ビジュアル」というより，一定のスタイルであって，レイア

ウト方針は，ターゲットされる読者層に合わせるべきであることも証明して

いる。

　実は，FAZがこの質素なモジュラー・レイアウトで，一つのビジュアル・

エレメントとして非常にうまく利用しているのは「余白」である。紙面の

「臼」は，現在の紙面デザインの効果的な要素として，とても重視されてい

る（Giles／Hodgeson　1996：188）。1980年代初期に著者が，ドイツの小さな地

方新聞で紙面作りに携わった時には，編集方針はモジュラー・デザインから

まだ程遠いものであった。振り返ってみれば，紙面の余白は，デザイン的に

まったく意識されていなくて，逆に紙面レイアウトの敵の見方をされた。見
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図5 モシュラー・レイアウトのバリエーション
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図6 Frankfurter　AIIgemeine　Zeetung（2003年）とそのモシュラー・レイアウト
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出しを付ける時に，その見出しは，かならず両脇揃えでないといけなかった。

そして見出しの文字数には，±1～2文字の余裕しか許されなくて，見出し

をつけることは，記事の編集で一番つらい作業であった。当時は「付けたい

見出し」あるいは「付けるべき見出し」より，「編集ルールに基づいて付け

られる見出し」が優先した。それに対し，見出し空間で余自を許すことによっ

て，現在，多くの新聞では，編集者は「付けるべき見出し」を付けられるよ

うになる。このように，近代的紙面レイァウトは，ジャーナリズム機能とし

て新聞も支える可能性をもたらすようになった。

　紙面レイアウトを新聞の機能から論じると，近代的紙面レイアウトは，一

つの大きな変化に答えていることが明確になる。Bucherによると，新聞は，

出来るだけ多くの発行部数を維持するために，常に多角的な内容を提供しな

ければならないと同時に，読者の閲読時間が短くなったり，個別的なニーズ

に答えたりするために，提供内容を制限することも求められるという，戦略

的ジレンマに直面している。このジレンマから脱皮するために，新聞は「リ

ネア・メディア」から「ノン・リネア・メディァ」に変身したと論じる

（Bucher　1998：64）。「リネア・メディァ」であった新聞は，紙面のトップか

ら下まで読まれたが，「ノン・リネァ・メディァ」としての新聞は，読者に，

紙面への幾つかの入り口を提供する。Bucherが提案する「テキスト・デザ

イン」は，ある程度の長さをもつ，内容と形とレイアウトを，総合的に組み

合わせる記事へのアプローチである。そこでテキストは，一つのモジュール

ではなく，さらに細かいモジュラー・クラスターに分割される。そしてそれ

らのクラスターは，ビジュアル的に整理されて，特に，図表などのグラフィッ

ク要素が有効的である。このことによって，一つのテキストにも，幾つかの

入り口が設けられる。このようなテキストのモジュール化，あるいはクラス

ター化は，記事を「部品の合わないパズル」に変身させてしまうという批判

の声もあるが（Bucher　1998：66），　Bucherの指摘は，現在の主流であるモ

ジュラー・レイアウトの，一つの論理的発展を示しているともいえる。

　以上において，大雑把に「欧米」のレイァウト・トレンドを検討してきた
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が，レイアウト方針の共通点が多く見られるものの，国によって違いも認め

られる。イギリスの新聞業界の立場になって見ると，アメリカの新聞は段が

広すぎて，見出しの行間も広すぎる（Giles／Hodgeson　1996：223）。47力国で，

新聞のリデザイン（以下を参照）のコンサルティング経験を持つGarcia

（Meier　2002：ホームページ［HP］）も，文化的相違を強調している（Garcia

1993：5）。そして，古典的なレイアウト論を提唱するドイツのMeissnerは

「デザイン」という言葉を否定し，相変わらず「レイアウト」という表現を

使っている。デザインは，「中身より見た目が優先される，後味が悪い」と

Meissnerがいう（Meissner　1992：77）。「デザインされた新聞＝軽いジャー

ナリズム」という批判的な見方もあるが，これに対してドイツのBucherが，

「新しい情報・知識伝達形式によって中身が探索的ジャーナリズムであるか

それとも肯定的ジャーナリズムであるかという問題についてまだなにも決定

されていない」（Bucher　1998：67）ということを強調している。このように，

一
つの国の中でも，幾つかの「レイアウト論」が争うこともあるのである。

4．リデザイン・ブーム

　以上において，新聞業界のデザインに関する考え方が，どのように変わっ

たかを検討してきた。現在は，マスメディア環境（登場する競争メディアや

読者の好みなど）が変われば，新聞のデザインもまた変化しなければならな

い。日本ではあまり聞かない言葉であるが，欧米では今はまさに「リデザイ

ン」時代の真っ最中である。

　このリデザイン・ブームの象徴ともいえるが，本稿で引用されている新聞

デザイン教科書や研究書の多くが，すでに何回か書き換えざるを得なくなっ

ている。Giles／Hodgeson　1996は2nd　edition，　Moen　2000は4th　edition，

Harrower　2002はすでに5th　editionになっている。　Garciaは“Contemporary

newspaper　design”の3rd　editionの序論で，次のように述べている。「私たち

が考え方を改めたり，紙面上における，言葉とビジュアル・イメージとの非
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常に大切なリンクを，もっと包括的に理解し始めたりするうちに1970年当初

に始まって，1980年代に勢いを増した新聞デザインは，この資料を書き直す

ことを必要とした」（Garcia　1993：XII）。

　リデザインとは，一度デザインされたものの見直しを意昧するが，これは

主に二種類に分けられる。一つは「facelift］（化粧直し）や「tune－up」（調整）

と呼ばれるマイナーな修正である（Reason　HP）。このような修正は常に，

使用書体の見直しなどのような，断片的なもので行われるべきであるが，総

括的なリデザインは，かかる手間のスケールが違う。

　リデザインの回数は，新聞の性格，読者層と現在のデザインの受け入れ程

度や，発行地域での競争体制によって違いがあるが，Harrowerは日刊紙の

場合，5年ごとのリデザインを薦めている。こういった包括的なリデザイン

は，小さな新聞社では3ヶ月間で実施可能であるが（Reason　HP），一般的

には，6ヶ月から1年間がかかることが多い（Harrower　2000：220）。

　以上において指摘したように，新聞紙面の歴史的変化は，結果から見れば，

レボルーション（革命）というよりもエボルーション（進化）といえる。し

かし，徹底したリデザインは新聞社，特に編集局にとって，まさに「革命」

である。一一般の商品にも言える事だが，商品改革は，生産過程や，企業の労

働組織にも大きな変化を求めることが多い。新聞の場合も，紙面リデザイン

は，生産組織のリデザインを必要とする（Lockwood　1992：19）。必要なリ

デザイン過程とその要素は，Lockwoodが次のようにまとめる。

・ 市場調査

・マスター・プログラム

・ プロトタイプ

・ 新しい書体などの注文

・ スタッフ研修

・ 内容分析

・ 紙面プランニング

・反省会

・マーケティング・プラン

・スタイルブック執筆編集局再編（Lockwood　1992：24　ff）。
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　Lockwoodは，リデザインの際，検討の対象として181項目も述べている。

その中は，紙面に直接関係するものが多いが，新聞社内コミュニケーション，

ジャーナリストや労働条件などの紙面デザイン周辺の要素も，検討の視野に

入れなければならないと主張している（Lockwood　1992：32　f）。新聞の形

が変われば，中身も変わる。その中身を生産する組織や，その構成員も変わ

らなければならない。これは，リデザインの一番つらいことの一つであろう。

　特に，編集局の整理記者にとって，リデザインは，慣れた環境を乱す。記

者は「新しいことを覚えながら，いつもの締め切りに間に合わせなければな

らない」（Sandoval　1999：HP）というジレンマを乗り越えなければならない。

リデザインでは，紙面の新しい形を作る仕事だけではなく，新しいスタイル

を守ることも非常に大事である。どの時に，どの書体を，どこで使うのか，

どのようなカットが許されるのか，どの時に，どの位置で箱組みをするのか

などを定めて，守ることによって，新聞の基本的なスタイルが形成される。

紙面デザインは，時折の偶然のものではなく，毎日読者にフレッシュな紙面

を提供しながら，その読者を安心させるために，新聞の一貫性も求められる。

その一貫性を保障するのは，すでに登場したスタイルブックである。リデザ

インによって，慣れた環境を乱された整理記者は，その新聞の特徴にカスタ

マイズされた，デザイン・ルール集の役割を持つスタイルブックを参照する

ことによって，新しい紙面デザインの方法を，初めて身に付けられる。

ReasonはThe　Wall　Street　Joumalのリデザインを監督した際，その時までに

なかったスタイルブックを初めて作り，結果として283ページものマニュア

ルが出来た（Reason　2002　a）。

　このような，新聞社全体に影響を及ぼす包括的なリデザインを，新聞社が

自分の力でこなせない事も多い。そこでこの論文ですでに述べられたLock－

wood，　Harrower，　Reasonや，　Garciaなどのプロのリデザイン・コンサルタン

トが登場する。主に，リデザイナーの力を借りるのは，小さな新聞社と思わ

れるが，最近のGarcia－Media社のクライアント・リスト（表1）が見せる

ように，複雑な組織を持つ大きな新聞社も，外部のプロを呼ぶことが分かる。
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表1　Garcia－Mediaのクライアント
C量ient Location Project Year

Atlanta　Joumal　Constitution Atlanta，　FL Training 2001

Boston　Herald Boston，　MA Newspaper　Redesign（Ron　Reason） 1997

Charlotte　Observer Charlo賃e，　NC Newspaper　Redesign 2001

Dagens　Nyheter Sweden Newspaper　Redesign 1998

Dallas　Moming　News Dallas，　TX Newspaper　Redesign＆Training（Ron　Reason） 2000－2002

The　Daily　Smr Beirut，　Lebanon Newspaper　Redesign 2000

De　Morgen Bmssels，　Belgi㎜ Financial　Newspaper　Redesign 2000

Diaho　de　Noticias Lisbon Newspaper　Redesign 1997＆2002
EI　Libera1 Santiago　del　Estero，　Algentina Newspaper　Redesign 1998

Ele価eros　Typos Athcns，　Greecc Newspaper　Rcdesign 2000

El　Naciona1 Caracas，　Venezuela Newspaper　Redesign 2000

Handelsb且att Dussoldo㎡l　Ge㎝any Facelift 2001

Houston　Defヒnder Houston，　TX Newspaper　Redesign 2002

HVG Budapest，　Hungary Newspapcr　Redesign 2001

Il　Secolo　XIX Italy Newspaper　Redesign 1998

Jomal　de　Brasilia Brasilia，　Brasi1 Newspaper　Redesign 1999

Klcine　Zeitung Gmz，　Austria Newspaper　Redesign 2001

La　Nacion Santo　Domingo，　Dominican　Republic Newspaper　Redesign 2001

Las　Vegas　Review－Jouma1 Las　Vegas，　Nevada Newspaper　Redesign 2000

Lawrence　Joumal　World Lawronce，　Kansas Newspaper　Redesign 2000

Lincoln　Joumal　Star Lincoln，　Nebraska Newspaper　Redesign　（Ron　Reason） 2000

Listin　Diario Santo　Domingo Newspaper　Redesign 2001

Main　Post Wurzburg Newspaper　Redesign 2000

OEstado　de　Minas Bmsil Newspaper　Redesign 2000

Tho　Orlando　Sentinel Orlando，　FL Newspaper　Redesign（Ron　Reason＞＆Intranet 2000

The　Wall　Street　Joumal New　York　Ci妙，　NY Newspaper　Redesign 2002

The　Wall　Street　Joumal　Asia Hong　Kong，　China Newspaper　Redesign 2000

The　Wall　Street　Joumal　Europe Brussels，　Belgium Newspaper　Rcdesign 2000

San　Francisco　Examiner San　Francisco，　Cahfbrnia Newspaper　Redesign 2002

Seattlc　Post　Intelligencer SeaUle，　WA Training 1999

Staten　署sland　Advance Staten　Island，　NY Newspaper　Redesign 2002

Strait　Times Singapore Training 2000

Sy「acuse　Post　Standard Syracuse，　NY Newspaper　Redesign 2000

Typos　tis　Kyhakis Ath¢ns，　Greece Newspaper　Redesign 2000

Walla　Walla　Union－Bulletin Walla　Walla，　WA Newspaper　Redesign（Ron　Reason） 2001

Wisconsin　State　Joumal Wisconsin Train｛ng 1997

（“Worldwide，　clients　of　all　size白”HP）

　新聞紙面の実例で，リデザインによって，なにがどのように変わるかを見

ることにしよう。Harrowerは，自分がかつて勤めたThe　Oregoneanを例に，

1980年代からのリデザイン・トレンドを解説している（図7）。1980年代の

終わりころのリデザインは，当時の「限界」を明らかにする。毎日，左端の

一段は，記事要約に埋められ，題字が修正されて，見出しの下に数行の記事

要約（summary　deck）が導入された。しかし，経営者は，読者が新しい書

体を拒否することを恐れたため，すべての見出しは，Helvetica体でなけれ

ばいけなかった。

　1990年代中旬のリデザインは，新しい題字に見られるように，もっとエネ

ルギッシュな要素を付け加えた。11段の紙面グリッドが多くなったグラフィッ

クスの整理を支えて，書体も洗練された。2000年のリデザインに拍車をかけ
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図7　The　Oregonianのリデザイン
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た理由の一つは，コスト削減のためにアメリカの多くの新聞社で行われた，

新聞紙幅の縮小である。The　Oregoneanでは，新聞紙幅が1インチの縮小と

なり，この変更に伴って，よりエレガントな紙面を作ることが目指された。

結果として，グラフィック要素の使用が減り，段の間隔が広くなり，見出し

の書体がMinion体に変わり，その下のsummary　deckがイタリックに変わっ

たとHarrowerが指摘している（Harrower　2002：211）1）。このようなリデザ

インの展開を分析していると，新聞社は，必死に時代の流れを掴もうとしな

がら，継続性（伝統）も重視しなければならないということがわかる。また，

デザイン的要素は，読者のどのツボを押すかが知り尽くされているように見

えても，読者の好みが，いつ，どういう風に変わるかが予測できないので，

紙面デザインへのアプロ・一・・一チは，試行錯誤的な部分が残っていると言える。

1）他のリデザイン事例については“Case　studles”HPとReason　2002bを参照。
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5．結論

5．1．新聞の同質化傾向

　欧米の近代的新聞は「読むもの」から「見るもの」へと変わってきた。ま

た，リデザイナーに言わせれば「進化」したということになる。読者は“re－

ader”ではなく，“scanner”になってしまって，新聞を選択的にしか読まな

くなっている。この事実を考慮すれば，Bucherが提案する，記事のモジュ

ラー・クラスター化が，将来の動きとして，…番有効な新聞編集方法の一つ

になるのではないかと考えられる。しかし，このような認識が新聞界に普及

して，パターン化が進めば，紙面の形態的バラエティーがなくなり，新聞は，

逆につまらなくなる恐れがある。

　実際に，現在の紙面レイアウトが，同質化傾向を見せるのであろうか。モ

ジュラー・レイァウトのパターン化と，長年の研究に基づいた編集方針のルー

ル化は，表面的にこの印象を与える。Garciaは，文化圏によって，そして新

聞のターゲット・オーディエンスによって幾つかの違いを確認しながら，

「ほとんどの新聞は完全に同質化，消毒化，ノンカフェイン化」されている，

と強い皮肉を込めたコメントを述べる。同様にMoenは，最近の新聞紙面は

大きな出来事を除いて，静止的なものになっていることを確認した結果，

「新聞の再発明」を求めている（Moen　2000：12）。　Harrowerは，最近の米国

新聞のフロントページを，主に三つのパターンに分類している。

　・伝統的タイプーニュース伝達機能が重視され，テキストが比較的に多い，

　　　　　　　　　ストレートなスタイルである

　・雑誌カバー・タイプー大きな画像を使いながら一つのテーマを強調する

　・情報センター・タイプーグラフ，写真や短いテキストを組み合わせるこ

　　　　　　　　　　　　　とによって，このタイプのページは新聞内容の

　　　　　　　　　　　　　ショーウインドーである（Harrower　2002：7）。
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　しかし，パターン化を破るのも，近代的デザインの大事な役割である。新

聞デザインに於いても同じことが言える。Harrowerは，明確な編集ルール

の必要性を認めながら，「ルールを曲げる」可能性も示唆しているが，同時

に，いつ読者が斬新的なデザインのページを飽きてしまうか分からない，と

疑問を投げかけている。イギリスでは，細かい編集ルールに囚われない「ブ

リースタイル・アプローチ」が，すでに長い歴史を持っている。しかし，一

つのストーリーを中心に紙面を自由に組み立てる方式は，むしろタブロイド

大衆紙に向いているかもしれない。そして，この「フリースタイル・アプロー

チ」でさえも，まったく自由なものではなく，その新聞のイメージと継続性

を重視しなければならない。そして大きな欠点の一つは，紙面レイアウトで

は時間がかかることである（Giles／Hodgeson　1996：152　ff）。

　The　Society　fbr　News　Design（SND）2）は，毎年世界の一番優れた新聞紙

面に，新聞業界で有名な賞を与える。ここで，2001年の受賞新聞に目を向け

ることにしよう。22カテゴリーの計12，727エントリーから全部で26ヶ国の新

聞に対して，合計で946件もの賞が授与された（SND　2002：6）。この賞の中

で最高の栄誉に輝くものは“World’s　Best　Designed　Newspapers”というカ

テゴリーである。2001年に，4力国から5紙が選ばれた（図8）。受賞理由

として，次のコメントが述べられた。

　・アメリカの日刊紙San　Jose　Mercury　NewsとThe　Virginian－Pilotは，狭

くなった紙面でビジュアルなストーリーを作ることに成功した。

　・ヨーロッパの週刊紙Die　Zeit（ドイツ）とThe　Independent（英国）の

紙面の幅はわりと広いが，その中で余白がうまく利用されている。

　・メキシコのPalabraは，若い読書層を狙って，ビジュアルなストーリー

作りはエキサイティングでカラフルなものである（SND　2002：10）。

2）The　Society　fbr　News　Design（以前The　Society　fbr　Newspaper　Design）は1979年に創

　設された、ニュースとジャーナリズム・デザインの協会である。現在の会員数は50力

　国以上から2，500人を越え、会員の主な職業は、新聞関係者、デザイナー、大学教員や

　学生である。
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図8 WorldIs　Best　Designed　Newspapers　2001年
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（SND　2002：12，16，20，24，28）

いずれもただ紙面のデザインだけが評価されたのではなく， それぞれの新

聞の性格が重視されたと見ることができる。 この5紙やさらにほかの受賞紙

面から観察するところでは， 近代的紙面デザインには， バラエティーを持っ

た新聞への発展の可能性を十分に確認することができる。
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5．2．紙面デザインとジャーナリズム

　議題設定機能などの側面から言えば，紙面デザインはジャーナリズムその

ものである。そして，新聞のデザインが変われば，内容もジャーナリズムの

方法も変わる。同時に，編集局の組織や構成員に求められる技能も変わる。

新しい紙面デザインの要求は，従来の整理記者の能力を超えることが多い。

その要求に答えるためには，新聞社の編集局にアート・デスクが必要になる

（Giles／Hodgeson　1996：98）。新聞社によってデザイナーが雇われて，紙面デ

ザインを行う。しかし，このデザイナーは，アートの専門知識があっても，

ジャーナリストとしての必要な知識がないこともある。

　そこで近年，新聞社でジャーナリズムとデザインの橋渡し役を果たす，

「デザイン・エディター」という新しい職業が登場し始めた。Moenによる

と，「デザイン・エディター」は，

　・ジャーナリストである

　・写真編集者である

　・美術の知識をもつ

　・タイポグラフィーの知識をもつ

　・生産過程をよく知る

　・共同作業が出来る

　・考えられないことを考えるビジョンを持つ（Moen　2000：146）。

　このような「スーパーエディター」は，実際にどれほどいるのであろうか

という大きな疑問がある。現実は，小さな新聞社ではデザイナーを雇う余裕

さえないので，整理記者がデザインも担当しなければならないことが多い。

CTSの時代では，これは技術的に簡単なことであるが，複雑な紙面デザイ

ンを任せられ，仕事量が増えると，ほかのジャーナリズム的機能を果たせな

くなる恐れもある。

　その半面に，ビジュアル・ジャーナリズムは，新聞の力になる側面もある。

ニュースの速報性の面で，新聞は，放送メディアに負けるが，ニュース・デ
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ザインを強化することによって，さらに差別化を図ることが期待出来る

（Garcia　1993：23　f）。

　しかし，紙面デザインは，危機に陥った新聞社の問題を解決する万能薬に

はならない。「平凡な新聞は，突然に頬に色を付けてもまだ平凡な新聞に過

ぎない」（Lockwood　1992：115）。

　一番いい紙面デザインは，読者を引き付けて，読者の紙面案内役となって，

ストーリーに忠実なデザインである。最近，ストーリーより，そのストーリー

のパッケージが中心となる現象も見られる。ニュースの扱いの判断基準とし

て，デザイン化し易いものを優先させるのは，望ましくない傾向である。新

聞は，昔から言われているように，形は機能に伴うべきであって，“The　de－

sign　is　the　message”になってはならない。
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